
中村田所遺跡・中村田所東遺跡
事  業  名　
委  託  者　
調査主体　
調査場所　
調査期間　
調査面積　

＜中村田所遺跡＞ ＜中村田所東遺跡＞

柱を支える裏込め石（1区 SA1）焼失建物の掘削作業（2区 SI3）

縄文時代の集石土坑（1区 SK1） 断面に現れた火山灰層（2区）

2区出土の遺構群

流路の掘削作業（2区 SR1）
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竪穴建物内の遺物（1区 SI1） 壺棺墓（1区 ST1） 柵列（1区 SA1）

焼失建物内の焼土・炭化材（2区 SI1）

焼失建物内の焼土・炭化材（2区 SI2）

焼失建物内の焼土・炭化材（2区 SI3）

大型の穴から土器が出土（2区 SK3）

＜遺構の時期＞
　　縄文時代
　　弥生時代
　　中世

中村田所遺跡（H29 年度調査分）

　中村田所遺跡では、縄文時代後期（今から約 4,000年前）の土坑や弥生時代後期（今から約 1,900年前）の集落、中世（13世紀〜14世紀）の掘立柱建物などが見つかりました。中でも弥生時代後期の集

落については、計 4棟の竪穴建物（1区 2棟、2区 2棟）が見つかっています。形は隅丸方形が 2棟、円形が 2棟で、大型のものは隅丸方形（2区 SI1）が一辺約 8.1m、円形（2区 SI3）が直径約 9mを測ります。

そのうち大小の隅丸方形竪穴建物（2区 SI1・SI2）は向きが異なるものの、同じ平面形をとり約 5mの距離を保っていることから同じ時期の可能性があります。

　また特徴としては、2区の竪穴建物 3棟全てで焼土及び多量の炭化物が出土していることから焼失建物であり、火事にあった可能性の他に、集落の移動などにともなって意図的に建物を焼却した可能性も

考えられます。ほかに集落の西側では壺棺墓（1区 ST1）が出土しており、居住域の外れに墓がある様子が想定できます。中世では掘立柱建物（1区 SB1）が出土し、中世集落は主に南側へ展開するものと考

えられます。また、2区下層からは火山灰層が見つかっており、アカホヤ火山灰（約 7,300年前に鹿児島沖の鬼界カルデラから噴出）の二次堆積とみられます。
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中村田所東遺跡（H30 年度調査中）

＜遺構の時期＞
　　弥生時代

近接する掘立柱建物（1区 SB1・SB2）

土器・石器出土の様子（2区 SK1）竪穴建物の柱穴群（1区 SI1）
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